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業務目的
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令和4年6月17日に日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震特措法の一部を改正する
法律が施行され、同地震の対策が、南海トラフ地震並みとすることが定められた。

災害により発生した廃棄物を速やかに処理するために、直ちに仮置場を設置し、
適切な分別搬入を促すことは住民の生活環境の保全にも資する。

本事業では、仮置場の設置・運営について、実際の規模等を模した訓練を実施し、
図上演習では得られないスケール感や廃棄物の搬入搬出速度等を参加者に体験
していただくことで、そのノウハウ習得や仮置場の設置計画策定や改訂の機会と
なることを目的とするものである。

業務対象地域

道内の市町村（一部事務組合等を含む）及び
災害廃棄物処理関係機関の職員



業務内容
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【業務内容】
① 勉強会の開催 1回

② 仮置場設置訓練の開催 1回

③ 振り返りの実施 1回

④ モデル事業実施結果の報告

北海道ブロック協議会への本事業の報告の実施
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① 勉強会の開催
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運営側（アジア航測㈱社内会議室） 開催状況（運営側PC画面）

開催日 ：令和5年2月6日 13:00～14:00（1時間程度）

開催形式 ：Microsoft Teamsを用いたリモート開催

参加人数 ：88名

開催概要



① 勉強会の開催
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勉強会は仮置場に係る内容とし、候補地選定、場内レイアウト、運営方法と運営に必要

な物品・機械・人員とその役割等の平時の備えに係る事項、加えて、災害廃棄物処理に係

る内容として、勝手置場の解消や防止等について講義を実施した。

講義内容は、災害廃棄物処理の経験や知見が無い職員にも、仮置場の設置運営を含

む災害廃棄物への対応の重要性が理解できる内容とした。

項目番号 講義内容

1 仮置場とは

2
仮置場設置の重要性
① 住民生活の保全（悪臭防止、火災の防止）確保
② 勝手置場や不法投棄の防止
③ 分別の徹底による早期撤収及び低コスト化

3

仮置場内のレイアウト
①利用者の場内滞留時間の最小化
②搬入・搬出が同時にできるレイアウトの採用
③公費解体開始後に増える区分が拡張可能なレイアウト

4

その他
①事前事後の環境調査や現状復帰方法
②水道・仮設トイレ・詰所の設置
③災害廃棄物の保管方法に関する注意事項
④苦情や対処方法等の重要事項

開催概要



① 勉強会の開催
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勉強会で使用した資料



① 勉強会の開催
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勉強会開催日に都合の合わない方向けに、YouTube上に期間限定で勉強会
動画を公開することで、より多くの方が本業務に参加できるよう配慮した。

公開期間：2/7（火）～2/10（金）
総閲覧数：81回（2/9 11:00時点）

動画配信の様子



② 仮置場設置訓練の開催
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北海道室蘭市祝津町4 室蘭白鳥大橋並びに道の駅みたら室蘭近傍

訓練会場



② 仮置場設置訓練の開催
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当日は以下のタイムスケジュールに沿って訓練を実施した。作成した「シナリオ」を基に、
仮置場設置・運営の訓練を行う。訓練に当たっては、9班（4～6名/班程度）に分け、仮置場
への搬入、受入・分別までを参加できるように設計した。

また、住民役の班を設け、被災した自治体の経験を再現する等、実態に近い訓練となるよう
工夫した。

12：10 受付開始

レイアウト案、分別と仮置場位置、開設時間等が書かれた模擬広報、日報例等の訓練資料配布。

班分け（色違いのビブス配布）

12：40 訓練開始の挨拶（北海道地方環境事務所）

12：45 訓練手順説明

13：00 訓練開始

14：40 現場の撤収開始

参加者は設置した大型テントへ集合し、振り返りを実施。

14：45 北海道が災害時の協力について協定を締結している団体所属の参加者による講評

14：55 アンケートの記入

15：00 終了

タイムスケジュール/班分け



② 仮置場設置訓練の開催
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レイアウトA レイアウトB レイアウトC

1班 自① 住⑨

2班 自② 住⑦

3班 自③ 住⑧

4班 住① 自④

5班 住② 自⑤

6班 住③ 自⑥

7班 住⑤ 自⑦

8班 住⑥ 自⑧

9班 住④ 自⑨

自：自治体役
住：住民役

30分 30分 30分

時間の流れ13:00 14:40

・住民役は1班1台車に廃棄物を積み、仮置場内を周回した。
・自治体役は住民役1班に対応する形とした。
・自①～③、自④～⑥、自⑦～⑨で場内レイアウトを分けた。

タイムスケジュール/班分け



② 仮置場設置訓練の開催
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仮置場周知のチラシおよび罹災証明書
・住民役へは仮置場周知のチラシと罹災証明書を配布した。

チラシ（レイアウトごとに3種準備） 罹災証明書（内閣府統一様式）



② 仮置場設置訓練の開催
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仮置場日報
・自治体側には日報の様式を渡した。



② 仮置場設置訓練の開催
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当日の様子①（開会の挨拶）



② 仮置場設置訓練の開催
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当日の様子②（受付での持ち込んだ廃棄物確認の様子）



② 仮置場設置訓練の開催
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当日の様子③（仮置場内での交通誘導）



② 仮置場設置訓練の開催
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当日の様子④（荷下ろしの様子）



② 仮置場設置訓練の開催
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当日の様子⑤（待機所）



② 仮置場設置訓練の開催
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当日の様子⑥（ごみの運搬に使用した3台）



② 仮置場設置訓練の開催
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当日の様子⑦（見せごみ）

室蘭市様にご協力いただき、見せごみを設置



② 仮置場設置訓練の開催
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当日の様子⑧（模擬ごみと仮置場内の看板設置の様子）



③ 振り返りの実施

21北海道環境保全協会高橋様からの講評の様子

講評およびアンケートの実施

配布したアンケート



③ 振り返りの実施
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アンケートの結果

今回の訓練に参加した結果、災害廃棄物処理計画に盛り込
むべき、もしくは記載を充実すべきと感じられた項目は何で
すか（複数可）。

今回の仮置場設置訓練を通じて、発災時の
仮置場の設置・運営について、具体的にイ
メージできましたか。

机上演習だけでは実際のスケール感を把握することが難しいため、今回
の訓練や過去の仮置場設置事例をもとに、対応可能な運営体制や運営
手法について議論し計画に盛り込む必要があると考えられた。
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